
第三十五巻　第六珊
　　　　　第四百四號
　　　昭和二十六年十一月三十田螢行

膿
咽
融
二
十
矯
年
六
塚
一
艮
蓮
輪
押
気
　
一
飯
激
川
誌
雑
誌
蜷
幽
五
［
鳳
㈱
燃

鋸
禰
二
十
穴
年
十
一
月
廿
五
B
印
慰
（
毎
月
一
爾
嚢
行
）

グ
ラ
ー
プ
マ
ソ
と
ジ
ル
ソ
ン
　
（
高
瞬
三
鄭
）

個
膿
性
の
問
題
（
完
）
・
：
：
：
：
：
・
：
：

　
ー
ナ
ー
ト
ル
プ
研
究
一

金
子
榮

欝
鑛
、
〒
チ
ェ
の
墓
、
…
…
武

　
…
一
W
鷹
史
的
唯
物
論
…
の
酬
泓
油
肱
の
探
究
の
た
め
に
一
1
…

市
　
健
　
入

京都大撃文墨部内

　京都哲學會



　
　
　
京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
廣
義
に
お
け
る
折
同
學
の
卿
帆
究
と
そ
の
蹴
ほ
及
を
酬
剛
る

　
こ
と
を
1
4
的
と
す
る

一
、
右
の
日
日
納
の
た
め
に
次
の
伽
畢
業
を
行
ふ

8
　
鱗
月
一
圏
研
究
愈
を
開
く

口
　
侮
年
公
開
融
演
會
を
開
く

圏
　
毎
月
瞬
悶
「
暫
學
硯
究
」
を
號
行
ず
る

一
、
本
命
u
の
蹴
甲
業
を
瓢
逐
艸
膏
す
る
た
め
に
委
鐵
若
干
名
を
お
く
、

委
貴
は
京
都
大
墨
哲
學
科
敏
嘗
及
び
倭
員
曾
に
お
い
て
推
薦

し
た
蒋
に
委
囑
す
る

一、

G
」
愈
民
は
會
員
伽
職
辮
鴨
と
し
、
倫
儲
昌
坦
に
は
費
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
學
絞
・
闘
轟
｛
館
・
典
他
の
國
髄
は
關
臓
の
名
を
以
て
入

内
す
る
こ
ど
も
で
き
る

一
、
曾
員
は
會
袈
と
し
て
年
八
○
○
闘
、
梁
は
牛
年
四
〇
〇
闘

を
煎
納
す
る

一
、
禽
昌
興
は
凹
目
敬
囎
の
配
謝
を
受
け
、
魯
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の

行
麟
に
嵩
席
す
る
こ
と
が
で
琶
る

“
、
本
魯
は
譲
務
所
を
京
都
大
學
丈
學
部
内
に
お
く

一
、
本
會
規
約
の
改
正
轡
更
は
委
員
魯
の
決
議
に
よ
る

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

井出矢三松野長田武高殿島下狛上臼有
　内田　尾田尾中内田原　程澤野古賀
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哲
獲
研
艦
　
錦
瞬
．
病
醸
騰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
う

そ
の
思
想
と
は
、
「
一
言
の
相
封
的
な
個
櫓
駒
と
灘
…
禽
と
の
絶
…
鋤
的
根
概
」
は
、
灘
〔
の
個
盤
（
o
鑑
溢
o
H
¢
勲
く
鴛
葺
裁
¢
で
あ
る
と
岡
三
に
究

　
　
も
　
　
む

源【

ﾌ
一
転
愈
…
（
｝
O
球
酔
α
脅
鋳
口
甑
σ
碕
O
Q
・
の
”
づ
φ
一
三
0
7
㌘
津
）
で
あ
る
超
棚
心
添
の
中
に
存
在
す
る
と
い
ふ
考
へ
で
謙
の
る
。
（
H
巖
幽
・
戸
♂
0
α
O
葺
．
ω
ゼ
ゆ
鼻
．
滲
齪
冊
O
）

こ
の
「
一
つ
の
齢
糖
紳
が
一
切
に
瀧
ハ
通
す
る
（
①
ぽ
憩
Φ
婁
琵
霧
σ
喬
2
、
・
憲
⇔
）
」
と
い
ふ
考
へ
、
す
な
は
ち
あ
晦
ゆ
る
も
の
は
究
極
の
根
概
に

酬
い
て
一
で
あ
る
と
い
ふ
思
想
が
如
何
な
る
意
味
を
勝
つ
か
、
1
こ
れ
は
の
ち
の
力
繭
あ
る
思
量
綾
が
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
ζ
と
で

あ
ら
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
膚
兀
）

　
謎
（
一
）
　
O
●
禦
ヨ
ヨ
。
ポ
ぴ
。
ぴ
Φ
拶
紹
蕊
。
賢
ゆ
¢
¢
箒
鵬
、
回
り
H
◎
。
●
幽
因
騨
℃
．
¢
霧
ぎ
熱
く
同
費
。
一
越
○
貌
魚
N
．
槻
、
照
。
な
ほ
こ
の
問
題
に
關
し
て
は
、
、
隅
じ
く
ジ

　
　
　
　
ン
メ
ル
の
麟
簿
＃
♂
α
●
》
諾
簿
舛
⑪
b
ゆ
押
ω
監
同
胤
蝉
陥
笥
ρ
同
⑪
こ
⇔
等
を
鰹
’
照
さ
れ
た
い
。

謹

告

京
都
大
學
名
轡
教
授
　
四
一
院
塾
員
　
鯛
永
三
十
郎
博
士
に
は
本
會
の
鵜
設
以
來

多
年
に
互
っ
て
本
手
の
た
め
御
櫛
脚
下
さ
い
ま
し
た
が
　
去
る
九
月
十
八
日
京
都

の
御
自
宅
に
て
念
逝
せ
ら
れ
ま
し
た
　
ま
こ
と
に
痛
惜
に
耐
え
ま
せ
ん
　
こ
Σ
に

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
哲
學
會



4綿

灘
學
蟹
蝿
　
第
騰
胃
糊
號

切
£
き
。
…
籠
灘
鵬
雪
絡
ご
副
黛
三
累
2
鰺
プ
壕
｛
一
ぢ
剛
誉
げ
／
1
噛
痔
ぎ
●
ソ
岡
｛
ご
並
蚤
ご

μ
お
α
）
を
潜
い
た
。
後
轟
智
の
斜
一
究
は
プ
ラ
ト
ン
の
，
慌
テ
ィ
↓
・
イ
オ
ス
臨
鳩
励

の
痢
－
燈
r
へ
の
影
磁
…
に
つ
い
て
の
㎜
闘
心
を
津
び
上
が
ら
せ
、
か
く
し
て
グ
ラ

聖
プ
マ
ン
は
ス
訟
う
に
弘
4
9
睡
り
る
「
テ
ィ
マ
ィ
オ
ス
』
遡
煕
試
鯉
輝
に
照
翻
み
，
る
糊
蜘

壷…

ﾌ
紘
繭
度
ハ
を
企
澱
楓
し
壷
茜
が
櫓
旧
し
く
も
こ
れ
は
執
鍵
｝
に
棄
ら
な
か
つ
ぬ
。
シ

ャ
ル
ト
ル
の
Ω
雌
出
色
肖
姦
轟
の
名
を
冠
す
る
ソ
類
2
0
凸
◎
調
諺
。
讐
讃
）
プ
一
ρ
と

い
ふ
轡
然
科
羅
牽
的
論
…
丈
の
…
鞭
訂
本
は
・
爵
か
れ
ず
に
終
っ
た
露
げ
説
を
蝕
い

九
ま
藻
ト
翼
ン
ト
で
刊
行
さ
れ
る
。

　
ア
ル
ベ
ル
ツ
ス
に
獲
十
・
る
綱
蜘
漁
醐
ス
罠
弾
の
ネ
オ
プ
撃
ト
ニ
ス
ム
ス
月
的
潮

流
も
彼
の
，
關
心
の
錯
禦
と
な
っ
て
を
り
、
ス
繋
ラ
的
ネ
オ
ヅ
ワ
ト
ニ
ス
ム

の
源
慕
仏
た
る
プ
質
ク
賞
ス
や
凪
㈱
デ
ィ
オ
ニ
瓢
シ
オ
ス
激
U
臥
彼
の
研
究
か
ら

逸
せ
ら
れ
て
み
な
い
。

　
ブ
ラ
ン
シ
ス
カ
ン
の
瞳
浬
哲
鳳
節
盾
特
に
十
照
批
騨
…
以
後
の
そ
れ
は
殆
ど
完

発
に
彼
の
研
究
の
増
外
に
あ
る
。
こ
れ
は
前
蓮
の
ご
と
き
彼
の
研
究
の
性

絡
と
樫
路
か
ら
み
て
忍
野
…
の
綱
約
と
も
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
三
郷
門
釣
な
糊
【
墨
回
向
奪
の
手
堅
い
雌
．
ゆ
三
哲
駆
史
漏
が
．
．
も
◎
碧
厳
三
諾
薦

O
～
済
多
。
謬
こ
の
一
三
と
し
て
批
に
邊
ら
れ
て
る
る
（
一
九
…
二
）
の
慶
に

灘
細
な
通
史
を
、
．
℃
三
δ
ψ
弓
三
零
落
餌
帥
欝
恥
｝
）
ジ
漂
◎
夢
鼻
．
．
、
の
た
め
に

約
束
し
て
み
た
が
こ
れ
は
蓮
に
果
し
え
な
い
で
絡
つ
た
。

　
グ
ラ
ー
プ
マ
ソ
の
掌
蝋
作
総
國
鍛
は
御
．
中
世
鰐
繍
　
生
彊
黒
の
第
竃
雀
】
に
掲

げ
ら
れ
る
こ
と
が
鞭
告
さ
れ
て
る
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
完
）

鷲
八

周智紹介

武
布
健
人

金
子
榮
　
一

尚

1’ll

三

論
獅
大
壷
警
急
単
邦
（
哲
墨
）
荻

文
學
博
士

璽
猷
女
子
大

義
手
墨
部

窟
都
大
路

文
壌
部

聲

（
融
禽
鳥
）
　
講
師

（
西
洋
哲
難
典
）
数
　
疑



久
意
味
を
央
わ
ぬ
、
何
故
な
ら
触
憩
の
「
隷
μ
意
」
は
、
荊
断
誤
謬
に
鋳
す

る
入
閥
の
泣
慧
費
種
を
無
用
に
す
も
こ
と
は
な
く
、
鰹
ろ
、
誠
謬
の
費
張

は
常
に
人
閥
に
あ
り
、
「
善
慧
」
む
見
嚇
す
の
は
、
鷺
由
王
臣
の
使
用
獺

弼
に
よ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
そ
の
限
り
、
ミ
触
ミ
。
へ
N
へ
昏
、
昏
．
へ
。
、
に
墾
す
る
「
捜

疑
」
は
悔
僧
意
糠
を
も
つ
。
然
し
“
ミ
㌧
ミ
護
ミ
勘
へ
へ
煉
は
、
籟
常
州
活
に
於

い
て
、
身
鱒
騨
単
為
…
に
堆
孤
鰍
な
凝
…
趣
的
数
〔
翔
を
縛
〃
つ
て
い
る
。
だ
が
、
　
「
轄
即

念
燃
理
篇
を
詮
く
デ
カ
ル
ト
は
、
此
麗
に
於
い
て
も
矢
張
り
、
ミ
、
ミ
謡

冬
㍗
ぺ
を
讐
謝
す
る
こ
と
を
忘
れ
た
い
。
一
「
寓
然
的
な
る
も
の
」
に
灘

す
る
不
自
然
識
な
程
の
注
燈
M
、
か
撫
が
、
嫌
凱
晶
轟
目
に
出
口
円
月
る
だ
け
近
づ
く
講
網
の
、

デ
カ
ル
ト
の
「
方
法
酌
懐
疑
し
で
あ
る
。

貯

號圏次

自
繊
’
5
楽
の
敏
育
：
：
：
・
…
：
ド
：
・

　
i
宙
困
綴
険
の
澱
…
胃
1

下
程
勇
青

　鋼
1難
ナ萱
1の
素問
ブ題

究
i

　b：

金

づ一

危
機
融
學
の
集
帆
と
そ
の
撮
闘
蜜
前
）

ド
ー
認
鮫
前
期
フ
ラ
ン
ス
鵬
醐
史
跳
一

榮
一

樋
回
訓
一

心
掃
墨
讃
書
軸

五
肩
賢
玉
黛

「
精
融
「
作
漁
渠
に
於
げ
る
困
罵
◎
’
坤
剛
灘
η
辱
賭
ヨ
。
　
該
。
嵩
。
葺
に
就
い
て
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
　
昭

六
月
｝
既
「
墨
焼
に
於
け
る
硬
さ
に
つ
い
て
」
　
　
　
　
　
岡
　
本
　
夏
　
木

六
三
八
目
「
幼
見
の
塞
間
繍
蜀
の
顎
繕
に
つ
い
て
」
　
　
血
　
澤
　
雅
夫

　
「
繍
繋
・
こ
パ
ー
ソ
ナ
“
リ
［
ア
イ
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礁
幽
　
　
類
　
　
　
　
　
・
二

次號顕聾
（十二月廿資蛮行鍛定）

聴
換
の
諭
斑
：
：
：
・
：
・
：
：
畏
尾
雅
人

黛
存
鋭
墨
、
ニ
ー
チ
ェ
の
哲
畢
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
武
市

野
田
葱
學
ハ
鑓
）

　
…
醗
史
麟
唯
物
醗
の
鍛
瞭
の
撮
挽
の
旗
め
に
一

議
認
の
錐
と
…
…
…
…
樋

　
－
幾
飲
晶
削
期
フ
ラ
ン
ス
鋼
鋳
史
繍
…
…
　

健
人

元
和
．
一
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六
七



O

會

告

一
、
本
會
へ
入
禽
樋
希
望
の
方
は
山
泉
都
市
左
一
泉
髄
m
…
門
中
酋
浦
叩
町
上

丈
燈
内
京
都
折
R
學
命
騒
係
宛
に
紹
規
定
の
愈
岡
嚢
を
お
彿
込
下
・
さ
い

「
振
替
貸
座
雛
都
｝
九
五
近
六
番
　
京
梛
哲
蝋
會
し

囲
、
前
金
切
れ
の
揚
合
は
幣
鍬
に
「
前
金
切
」
の
印
を
捺
し
ま
す

か
ら
讃
ち
に
御
沸
込
下
さ
い

一
、
禽
μ
隅
パ
の
紳
韓
庸
旧
入
恨
側
衛
目
鰭
川
（
編
集
琳
務
叫
以
外
の
一
勧
四
）
の
琳
務

は
噌
弘
女
堂
内
口
麿
爪
都
折
n
墨
禽
係
へ
御
、
通
知
下
さ
い

唄
、
本
誌
の
編
集
に
闘
す
る
癒
儒
・
新
刊
誕
∵
寄
購
難
誌
零
は
す

。
へ
て
本
・
會
宛
に
お
逡
り
下
・
さ
い

京
都
大
學

夕
學
部
内

京
都
哲
學
會

註
　
丈
　
規
定

一、

�
相
メ
謌
ﾈ
外
の
賭
讃
蔚
の
御
註
文
及
が
｝
搾
油
に
閲
剛
す
る
件
は

「
雨
弘
丈
堂
．
」
へ
伽
脚
串
閾
下
・
さ
い

一
、
本
誌
の
御
見
女
は
す
べ
て
代
金
郵
穐
共
前
金
に
て
お
逡
り

下
さ
い

一
、
特
に
一
目
書
及
び
領
副
書
零
を
卜
す
る
場
含
は
郵
雰
八
闘

を
お
邊
り
下
さ
い

昭
和
識
十
六
年
＋
｝
月
下
五
臼
印
刷

醐陥

m
雲
一
十
六
年
十
・
　
月
三
十
・
口
H
欝
跨
仔

編
集
人

褒
行
入

電
捌
人

印
棚
所

磯
行
所

右

京
　
都
　
哲
　
學

　
京
都
大
學
女
學

代
　
灘
　
餐

三
　
　
村

酒

井

部

内會勉明

漿
京
㌶
千
代
田
騨
田
駿
河
灘
四
ノ
鰯

鈴
　
　
鹿
　
　
幸
　
　
保

京
獺
蛮
田
中
籍
浦
町
照
○

　弘
京

都：文

謂

田堂

飯印
浦
町刷
四

〇部

諜
弘
　
丈
　
堂

　
　
　
東
京
都
千
代
田
融
田
鰻
河
羅
臨
ノ
嬉

定

数

定
　
　
償
　
　
郵
　
　
税

一

堂

七
十
闘

六
珊
（
薗
金
二
・
百
二
＋
圓

忠
垂
豊
と
八
甚
表

金
八
　
　
闘

金
印
十
八
胴

金
九
†
六
醐

（誌

N
叉
は
唄
上
向
に
精
算
い
た
し
ま
す
）



磁
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